
 

 

第1 回……平成 23 年 10 月21 日 (金) 17:30～19:30（17:00 受付開始） 

「ウナギ、この不可思議なるもの」 

東京大学大気海洋研究所 塚本 勝巳 教授 

  
 

 
 
 
 
ｄ 

主   催：国立大学共同利用・共同研究拠点協議会 
 

会    場：京都大学東京オフィス 
（JR 品川駅前、品川インターシティ A 棟 27 階） 

参加申込：下記ホームページにて詳細情報をご覧の上、各回の 

申込みページからお申込みください。 参加費は無料です。 

       http://kyoten.org/top_seminar.html  
      

第 2 回……平成 23 年 11 月 18 日(金) 

「ボノボ、最後の類人猿」京都大学霊長類研究所  古市 剛史 教授 

第 3 回……平成 23 年 12 月 16 日(金) 大阪大学産業科学研究所 山口 明人 所長 

「生物による異物認識の原点：異物排出タンパクの構造に見る異物認識原理」 

第 4 回……平成 24 年  1 月 20 日(金) 

「物性科学、はじめの三歩」東京大学物性研究所 家 泰弘 所長 

第 5 回……平成 24 年  2 月 17 日(金) 

「日本の古風景、変容する水辺」東京大学史料編纂所 榎原 雅治 所長 

第 6 回以降も計画中です 
 

【今後の予定】 

日 時：毎月第 3 金曜日 

17:30-19:30 

（17:00 受付開始） 

会 場：京都大学東京オフィス 
 

豊穣・子孫繁栄を祈願する、京都三嶋神社の鰻絵馬 

 

知の拠点セミナー 
国立大学共同利用・共同研究拠点セミナーシリーズ 

毎月第 3 金曜日の夕方、 

品川インターシティで先端知に出逢う 

 

2011 年 6 月 28 日-29 日にかけて

採集されたニホンウナギ卵 

 

 

 

 不可思議だから面白い。謎が深いからよけい知りた

くなる。ウナギはそんな生き物だ。彼らが海の彼方か

ら何千キロも旅してやってきたことを知る人は意外

と少ない。日本から数千キロ南のマリアナ沖の海底山

脈でウナギの卵も親魚も見つかった。一方、川や沼に

住むウナギは、昔から人びとに大変身近な存在だっ

た。いつのまにかひとびとの生活に入り込み、「うな

ぎのぼり」や「うなぎの寝床」などの慣用句を生んだ。

自然科学におけるウナギ研究の最新の成果に加え、ウ

ナギに関する社会科学的・人文科学的側面をも合わせ

て、ウナギを丸ごと理解したい。 

新刊の写真集『旅するウナギ 1 億年の時空をこえて』

（黒木真理・塚本勝巳著、東海大学出版会、2011 年刊）

についてもご紹介します！ 


